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2024 年 12 月期第３四半期連結業績（累計）のお知らせ 

１．2024年 12月期第３四半期連結業績（累計）について 

当社グループの当第３四半期連結会計年度（2024 年１月１日～2024 年９月 30 日）の連結業績は、 

 売上高 51,916 百万円 （前年同期比    17.4％増） 

 営業利益 11,599 百万円 （前年同期比    11.7％増） 

 親会社株主に帰属する四半期純利益 8,006 百万円 （前年同期比    12.5％増） 

となりました。 

 

当第３四半期連結累計期間における経済環境をみると、不安定な世界情勢、国内における物価上昇

傾向及び金利先高観の継続、為替レートの大きな変動といった環境の中でも、企業のＤＸ（デジタル

トランスフォーメーション）や業務改革、生成ＡＩ等を利用した新たなデジタルサービスの創出など

ＩＴを通じた経営改革への取組みは引き続き旺盛です。また、働き方改革関連法の施行や人手不足へ

の対応の取組みとして生産性・効率性の向上及び企業全体のサプライチェーンの見直し、ＥＳＧ・Ｓ

ＤＧｓの取組みに関連したＩＴの活用も加速しており、あらゆる業種や領域において活発なＩＴ投

資が続いています。個人においては、ＥＣサイト経由での購買、動画やオンラインを活用した娯楽や

スポーツ観戦、ネットサービス上での教育、自己啓発などでのＩＴの利用が定着し、これらに関連し

た様々なサービスが生まれています。 

このような状況下、これからの銀行サービスの基盤となる「次世代バンキングシステム」の１行目

の銀行における導入が完了するなど、当社の中長期的な成長に資する大型プロジェクトが順調に進

行した結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間においては、売上高及び営業利益、親会社株

主に帰属する四半期純利益は前年同期比で増収増益となりました。 

各セグメントの業績（売上高・営業利益）については以下のとおりです。 

 

（１）ＩＴコンサルティング＆サービス事業 

フューチャー株式会社は、経済産業省が実施する国内生成ＡＩの開発力強化プロジェクト「ＧＥＮ

ＩＡＣ（Ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ ＡＩ Ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ）」において

「日本語とソフトウェア開発に特化した基盤モデルの構築」に関する事業の実施企業として採択さ

れ、協業する大学と共同チームを組成し開発を進めることとなりました。当社は、先端的なＡＩの学

術研究、開発を進めながら、顧客及び業界の課題を実践的に解決するＡＩコンサルティングサービス

を提供していきます。 
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フューチャーアーキテクト株式会社（フューチャー株式会社のテクノロジー部門を含む）は、顧客

のＤＸを推進し、業務効率化を実現するプロジェクトをはじめ、多種多様な顧客の案件を獲得、推進

しました。当社の中長期的な成長に資する、知財を活用した案件については、「次世代バンキングシ

ステム」導入プロジェクトが、１行目は 2024 年７月 16 日に安定稼働を開始し、当第３四半期連結

会計期間においてシステム利用等に係るライセンス料を計上いたしました。２行目は開発・テストフ

ェーズが順調に進捗しております。加えて、メディア向けＣＭＳ（Ｃｏｎｔｅｎｔｓ Ｍａｎａｇｅ

ｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ）「ＧｌｙｐｈＦｅｅｄｓ」の導入プロジェクト、アパレル向け基幹プラット

フォームシステム「ＦｕｔｕｒｅＡｐｐａｒｅｌ」の導入プロジェクトのほか、政府が主導する医療

保険ＤＸに関連するシステム構築のプロジェクトなどが順調に進捗しております。これらの結果、前

年同期比で増収増益となりました。 

フューチャーインスペース株式会社は、定常的な保守運用サービスに加え、既存顧客のシステム基

盤更改及びクラウド移行案件の開発が引き続き好調に推移し、前年同期比で増収増益となりました。 

ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社は、強みであるオリジナルのパッケージソフトウェア「Ｉｎｆｉｎｉ

Ｏｎｅ」の販売において、鉄鋼業など業界特化型の営業展開による新規受注が増加したことにより、

前年同期比で増収増益となりました。 

株式会社ワイ・ディ・シーは、製造業を中心とした顧客に対して、ＤＸコンサルティング等を通じ

たデータ活用による工場マネジメントのデジタル化を実現する「Ｓｍａｒｔ Ｆａｃｔｏｒｙ」構築

の牽引に加え、ＤＸ案件実行を通じた顧客への価値訴求が売上増に寄与したものの、大型のコンサル

ティング案件のピークアウトや人的資産も含めた積極的な投資を反映した採用コスト増、ソフトウ

ェアの償却負担増などが影響し、前年同期比で減収減益となりました。 

株式会社ディアイティは、サイバー防御演習等の従来のサービスに加えて、医療分野でのセキュリ

ティコンサルティングサービスを新たに開始し、地域の基幹病院の案件を受注したものの、製品販売

の受注が回復せず、前年同期比で減収減益となりました。 

株式会社リヴァンプは、プライベートエクイティファンドや経営者の実務を支援する経営マーケテ

ィング事業において既存案件に加えてヘルスケア分野の案件を新規受注するなど、業績は堅調に推

移しています。基幹システム刷新や全社構造改革のコンサルティングを行うＤＸ事業は、概ね計画通

り進捗しています。なお、当社グループは、株式会社リヴァンプの損益を第２四半期連結会計期間か

ら取り込んでおります。 

この結果、本セグメントの売上高は 45,113 百万円（前年同期比 18.5％増）、営業利益は 11,332 百

万円（同 6.6％増）と増収増益となりました。 

 

（２）ビジネスイノベーション事業 

株式会社ＹＯＣＡＢＩＴＯは、仕入、商品掲載、ＥＣ販売を一気通貫で推進する施策や、取扱商品

の小型化による物流費の削減等により、利益率が高い商品の売上を伸ばしたものの、アウトドア及び

アパレル市場における厳しい競争が続いていること、不採算商品の整理に伴う販売促進費等が増加

したことなどから、前年同期比で減収、営業損失額は横ばいとなりました。 

東京カレンダー株式会社は、コンテンツ事業における広告売上及び「東カレデート」等のネットサ

ービス収入が堅調に推移したことにより、前年同期比で増収増益となりました。  



 

 - 3 - 

ライブリッツ株式会社は、スポーツチーム向けのチーム強化システム「Ｆｕｔｕｒｅ Ｆａｓｔｂ

ａｌｌ」の導入案件をはじめ、複数の既存顧客向けの機能追加案件や、マーケティング事業にてラグ

ビーチーム向けの支援案件を受注したことから、前年同期比で増収増益となりました。 

株式会社キュリオシティは、ジュエリー、腕時計など海外ラグジュアリーブランドの複数の大型ス

トアデザインの順調な進捗などを背景に、売上・収益ともに堅調に推移しています。当社グループは、

同社を前期の第２四半期連結会計期間から新規に連結しており、当連結会計年度より業績が通期寄

与します。 

この結果、本セグメントの売上高は 6,833百万円（前年同期比 12.7％増）、営業利益は 364百万円

（前年同期は営業損失 323百万円）となり、前年同期比で増収増益となりました 。 

なお、報告セグメントにおけるフューチャー株式会社の持株会社機能の収益並びに費用及びセグメ

ント間の取引消去を計上する「調整額」の営業損失が 26 百万円となり、前年同期比で 226 百万円の

減益（前年同期は営業利益 199百万円）となりました。これは、主に、フューチャー株式会社が株式

会社リヴァンプの株式取得関連費用を計上したことによるものです 。 

（注）上記のセグメントの業績数値は、セグメント間の内部売上高又は振替高を調整前の金額で記

載しております。 
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２．今後について 

（１）グループ戦略について 

中長期的な事業環境としては、ＤＸやリモートワークをはじめとする働き方改革等の変化に加え、

ＥＳＧ・ＳＤＧｓなどの経済、社会的な課題への対応の要請もあり、企業の積極的なＩＴ投資は続く

ものと予想されます。 

当社グループとしましては、ＩＴを通じて経営改革を進める企業のニーズを的確に捉え、グループ

シナジーを発揮しながら多面的、積極的に支援することで、多種多様な顧客からの一層高い支持が得

られるように努めてまいります。 

また、ＥＳＧ・ＳＤＧｓ関連の取組みにおいても自社の取組みを進めるとともに、環境対応や脱炭

素化に向けた顧客の取組みを支援してまいります。 

加えて、グループとしての知的財産の有効活用や、Ｍ＆Ａも含めた機動的な戦略投資を行うことで、

ビジネスモデルの進化を図り、次期以降の更なる成長へとつなげるとともに、継続的な人材採用、教

育、研究開発への投資といった将来の成長に資する事業基盤の整備を進めてまいります。 

併せて、グループ内のコミュニケーション強化、品質管理精度の更なる向上等、グループガバナン

スの強化を実施してまいります。 

 

各セグメントの特記事項は次のとおりです。 

 

（２）ＩＴコンサルティング＆サービス事業 

フューチャーアーキテクト株式会社においては、経営改革を図る顧客からのグランドデザイン及び

ＤＸの推進を意識した、多様な業種からの基幹システム刷新等の案件を受注しました。足元では、物

流における 2024 年問題の解消に資するソリューションとして、ＡＩによる配送ルート最適化等を

物流業、流通小売業向けに提供したほか、全国 30 行の地域金融機関に導入している融資支援システ

ム「ＦｕｔｕｒｅＢＡＮＫ」に、生成ＡＩを組み込むことで融資支援業務の効率化を図る実証実験を

開始しております。今後もＡＩを活用したコンサルティングサービスを通じて、顧客及び業界の課題

解決に取り組みます。 

業界の永年の課題解決に資するＩＴソリューションの提供、企業戦略全体の高度化支援といった、

顧客価値の最大化に資する取組みを続けるとともに、「ＧｌｙｐｈＦｅｅｄｓ」「ＦｕｔｕｒｅＡｐｐ

ａｒｅｌ」「Ｆｕｔｕｒｅ ＬＯＧＩ」等の当社の知財を活用した顧客の課題解決にも積極的に取り

組むべく、新たな顧客への提案活動を進めています。「次世代バンキングシステム」については、１

行目を安定稼働させた実績を訴求しながら、新規行の獲得に向けて取り組んでまいります。 

更に、人材の獲得や教育への投資、品質管理、プロジェクトマネジメントの強化に取組むことで、

これからの時代をリードする体制作りを行ってまいります。 

フューチャーインスペース株式会社は、既存顧客のシステム基盤更改及びクラウド移行案件など、

複数の大型プロジェクトの開発を安定的に進めるために、開発品質の更なる向上と、人材の採用及び

育成を行い、着実に収益を拡大します。 

ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社は、引き続き、強みであるオリジナルのパッケージソフトウェア「Ｉ

ｎｆｉｎｉＯｎｅ」の業界特化型の営業展開により受注を拡大するとともに、製品強化にも努め、製

販一体でのトータルソリューションを顧客に提供することで収益の更なる拡大を目指します。 

株式会社ワイ・ディ・シーは、製造業向けＤＸコンサルティングと「Ｓｍａｒｔ Ｆａｃｔｏｒｙ」

構築に加え、基幹システム刷新及び業務改革の支援、データインテグレーションにおける大型案件の

獲得によりビジネスの拡大を狙います。また、ＥＳＧ マネジメントプラットフォーム「Ｋｋｕｏｎ
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（ケークオン）」を軸とした「ＥＳＧ経営共創サービス」の貢献、基幹製品である「ＹＤＣ ＳＯＮＡ

Ｒ」のパートナー拡販により、収益の更なる拡大を目指します。 

株式会社ディアイティは、危機管理対応とセキュリティ診断サービスに注力し、子会社のサイバー・

ソリューション株式会社と共同でセキュリティライフサイクルに対応したソリューションを提供し

ています。加えて、フューチャーグループ各社の既存顧客へセキュリティ専門サービスを提供するこ

とで相乗効果を生み出し、収益拡大を目指してまいります。 

株式会社リヴァンプは、経営マーケティング事業における既存案件の着実な遂行に加え、今後はプ

ライベートエクイティファンドと連携しつつ、金融収益の取り込みを図ります。また、ＤＸ事業にお

いては、既存顧客のグローバル展開支援を中心とした案件の拡大を目指すとともに、投資先や海外先

進技術企業との協業により新規顧客を開拓していきます。更に、両事業においてフューチャーグルー

プのリソースとノウハウを最大限に活用し、共同案件等におけるシナジーの早期創出を図ります。 

 

（３）ビジネスイノベーション事業 

株式会社ＹＯＣＡＢＩＴＯは、単品単位でのコスト・利益構造の精査、次年度に販売する商品の

発注精度の向上、プライベートブランドへのリソースシフトを推進し、事業構造の転換と業績改善

を進めてまいります。 

東京カレンダー株式会社は、ユーザーデータの利活用及びデジタルプロモーションの強化によ

り、集客力とユーザーエンゲージメントをより一層高めてまいります。月刊誌・ＷＥＢメディア・

ＳＮＳ・イベント等におけるコンテンツを最適化してブランド力の向上を図るとともに、「東カレ

デート」「グルカレ」などのＷＥＢサービスの集客力を強化し、各事業の更なる成長と収益拡大を

目指してまいります。 

ライブリッツ株式会社は、スポーツ分野で培ったデータ分析技術やコンテンツを活用したファン

サービスを実現するシステムを基盤としたイベント事業をｅｓｐｏｒｔｓ等にて開始するととも

に、集客及びマーケティングノウハウを強化し更なる成長と収益拡大を進めてまいります。 

株式会社キュリオシティは、プロジェクト規模の大きい高級ホテルやハイエンドレジデンスのイ

ンテリアデザインの事業に注力するほか、世界的なブランドのストアデザインを顧客の世界展開に

合わせて継続的に受注してまいります。併せて、キュリオシティのデザイン哲学を理解・実践し、

グローバルに対応できるデザイナーの採用を進めてまいります。 

 

以上 

●本件に関する問合わせ先： 

 フューチャー株式会社 ファイナンシャル＆アカウンティンググループ 松下恭和 

IR直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 

 

mailto:ir@future.co.jp

